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今回のテーマは・・ 

 

「乳歯の生え方と食事」 
 

です！ 

☆☆今月のトピックス☆☆ 

 

（Ａ）乳中切歯 

（Ｂ）乳側切歯 

（Ｃ）乳犬歯 

（Ｄ）第一乳臼歯 

（Ｅ）第二乳臼歯 

奥歯が生え揃うまでは、「噛む力」が未完成です。 

生え方や噛む力に合わせて食べ物の固さなどを調整することが大切です 

臼歯（奥歯）がまだ生えてないことに

より、固いものや繊維のあるものを 

「すりつぶす」「すりきる」ことが 

できないので、歯ぐきでつぶせる 

やわらかさのものが良いでしょう！ 

第一乳臼歯（奥から 2 番目）が 

生えてきたとはいえ、噛む面が 

小さいので大人と同じものや 

固いものは難しい段階です。 

大人より少しやわらかめ程度が 

おすすめです。 

乳臼歯（奥歯）がすべて揃い、 

しっかり噛み合って安定するので、 

ある程度の固いものや、繊維の 

あるものも、しっかり噛んで食べる 

ことができるようになります！ 

生える時期 生える順番 

生後３～４ヶ月頃から生えることも

あれば、１歳を過ぎてから生えて

くるなど、数ヶ月～１年程の 

個人差があります。 

生え始めの違いはありますが 

２歳～３歳半頃までに 

子どもの歯が生えそろいます。 

下の真ん中の歯(乳中切歯)から

生え始めることが一般的ですが、

上の歯から生え始めたり、わきの

歯から生え始めるなどさまざま 

です。前の４本の前歯の次には

第一乳臼歯が生えることが多く、

一時的に乳犬歯１本分の隙間が

できることもあります。 

1.6歳頃 
1歳頃 

2～3歳頃 
前歯が生え

そろってくる

時期です。 

前歯で噛み

切るように

なります。 

前歯に続き 

奥歯が生えて

きます。 

奥歯で噛む

練習をしてい

ます。 

乳歯が全て 

生えそろいます。 

前歯で噛み切り

奥歯でしっかり 

噛みましょう。 

 いい歯の日（いいはのひ）は、1993 年（平成 5 年）に、日本歯科医師会 によって制定された記念日。 

歯と口の健康づくりの目標の 1 つとして「80 歳になっても 20 本以上自分の歯を保とう」という 

8020 運動を推進しています。 

むし歯のない「いい歯」を保つためには、乳歯からのきちんとしたお口のケアが大切です！ 

この機会にもう１度、お口の健康について考えてみましょう！！ 
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